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知事答弁実録
（教育委員会）
（問）グローバル人材の育成に適う教育について
グローバル社会が求める人材は，一朝一夕に育つわけではなく，その役割を担う学校教育の重要性が一層高まっていると思う。

教育現場では，前例踏襲で新しい価値を受け付けない，といった批判もよく耳にするが，そこを乗り越え，全国に先駆けて，新しい，これまでの教育とは違う教育を実践してほしいと思っている。

今後，展開しようとするグローバル人材育成に適う教育とは，どのような教育なのか，知事の教育観を伺う。

（答）

　　　国内外のグローバル化が急速に進展する中，広い視野と感覚を持って様々な場面で活躍できる人材の育成は，本県の発展にとって，欠かせないものであり，グローバル人材を育成する取組を県全体で加速させる必要があります。

グローバル人材を育成するためには，世界の様々な人と交渉できる語学力・コミュニケーション能力や論理的思考力などのベースとなる力に加えまして，

・日本の文化や歴史伝統に対する深い理解に基づくアイデンティティー

・また，異文化に対する理解力

・そして，歴史や哲学などについての幅広い教養

・さらには失敗を恐れず課題に取り組むチャレンジ精神

などを身に付けさせる教育が必要であると考えております。

教育委員会におきましては，これまで，高校生の留学拡大，或いは全ての県立学校が海外の学校と姉妹校提携を進めるなど，グローバル教育の取組を進めてきたところでございます。

来年度におきましては，「グローバル化10年展開構想」を策定することとしており，その方向性は，こうした私の思いに一致していると思っております。

この構想におきましては，

・グローバル教育を先導的に実践する学校の具体化や
・小・中・高の系統的な教育プログラムの開発

など，全国に先駆けた取組を進めることとしておりまして，私といたしましては，こうした取組を積極的に支援して参りたいと考えております。
